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１：動機 

物理の授業で、力学分野を学習している。授業では探求的・実践的な問いが設定されており、学習の目的は掴みやすいが、実際の物理現象が公式や理論と

結びついている実感が湧きづらいという課題が挙げられた。インターネットに数多く上がっているシミュレーションサイトでは、あらかじめすべてプログラ

ムされているため、一見、物体の運動とグラフの描写が紐づけられているように見えるが、実際は力学法則に則った処理が行われていない。本研究では、力

学法則に則った処理ができる Unity を用いることで、現実の物理現象に近い状態でグラフの描写を含めたシミュレーションを行うことが可能になった。ま

た、プログラムを公開することで、力学を学ぶ人がアクセスし、シミュレーションを行うことができるよう、現在準備を進めている。 
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